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静岡県静岡市
駿河区曲金３-８-１
　ＪＡ静岡経済連
　企画管理課
　S-mail
　プレゼント係

切
手応募締切：令和元年7月1日（月）応募

方法

クイズ

Ａ…カテキン
Ｂ…カフェイン
Ｃ…テアニン

【問題】

緑茶には様々な機能性成分が
含まれますが、「ストレス軽減効
果」のある成分は何でしょうか？

A～Cの中から正解を選んでください。（59号の答え：B…静岡県）

当選者の長期不在や、お届け先住所が不明等の理由により、
賞品のお届けができない場合は、

ご当選を無効とさせていただく場合がありますので、予めご了承ください。

ご
自
由

にお
持ち帰りください

。
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①クイズの正解
②郵便番号
③住所
④氏名（フリガナ）
⑤年齢、性別、職業、
　電話番号
⑥S-mailの入手先
⑦ご感想

ハガキに①クイズの正解②郵便番号
③住所（棟、部屋番号まで正確に）④氏
名（フリガナ）⑤年齢、性別、職業、電話
番号⑥S-mailの入手先⑦ご感想をお
書きの上、下記宛に郵送してください。
S-mailやＪＡ静岡経済連へのご意見な
どもお待ちしています。
●宛先
　〒４２２－８６２０
　静岡県静岡市駿河区曲金３-８-１
　ＪＡ静岡経済連　企画管理課
　S-mail　プレゼント係

※応募内容は楷書にてはっきりと正確
にお書きください。特に名前やアパート
名、部屋番号の書き忘れなどが多く見
受けられます。ご注意を！
※プレゼント応募者には次号を送付い
たします。
※当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。
※なお、お寄せいただいた個人情報は、
編集の参考および当選者への商品の
発送、次号本誌の発送、それに付随す
る業務の範囲内で使用いたします。

静岡経済連機能性食品第一号
お茶の粉末「揉一ひとえ粉末茶」を

クイズ正解者の中から
抽選で5名様にプレゼントいたします。

ふるってご応募ください。

「揉一ひとえ粉末茶」を5名様にプレゼント！「揉一ひとえ粉末茶」を5名様にプレゼント！
機能性表示食品

※写真はイメージです。
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日
本
一の
茶
ど
こ
ろ
静
岡
の
茶
産
地
が
最
も
活
気
づ
く
こ
の
季
節
。

平
成
最
後
の
春
に
芽
吹
い
た
新
茶
が
、刈
入
れ・
加
工
を
経
て
、

ま
さ
に
時
代
の
架
け
橋
と
な
り
、皆
さ
ま
の
お
手
元
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
最
初
の
新
茶
の
味
わ
い
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

訪
日
外
国
人
が
年
間
3
0
0
0
万
人
を
超
え
る
時
代
、2
0
1
9
年
の
ラ
グ

ビ
ー
W
杯
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
機
に
、静

岡
の
お
茶
に
初
め
て
触
れ
る
国
内
外
の
人
々
は
激
増
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

静
岡
県
茶
業
会
議
所
で
は
大
手
通
信
社
が
運
営
す
る
外
国
人
向
け
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
サ
イ
ト【C

ity-C
ost

】内
に
静
岡
茶
の
専
用
サ
イ
トShizuoka G

reen 

T
ea 

G
uide

（
英
語
版
・日
本
語
版
）を
立
ち
上
げ
、Tw

itter

、Facebook

、

Instagram

で
も
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コン
テ
ン
ツ
を
担
う
の
は
、会
議
所
が
委
嘱
し
た
静
岡
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー（
日
本

人
、外
国
人
各
若
干
名
）。お
茶
へ
の
関
心
が
高
い
飲
み
手
代
表
方
々
が
、

S
N
S
等
を
駆
使
し
、静
岡
茶
の
歴
史
、景
観
、イ
ベン
ト
、水
出
し
緑
茶
の
楽

し
み
方
等
を
年
間
約
1
5
0
本
の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
静
岡
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
は
今
、作
り
手
・
売
り
手
側
が一
方
的
に
コン
ト
ロ
ー
ル
す
る

の
で
は
な
く
、飲
み
手
一
人
一
人
が
創
出
・
発
信
し
て
い
く
時
代
」と
語
る
静
岡

県
商
工
会
議
所
専
務
理
事
の
小
澤
俊
幸
さ
ん
。静
岡
を
訪
れ
た
飲
み
手
が
お

茶
の
魅
力
を
直
に
感
じ
、口
コ
ミ
で
発
信
し
た
く
な
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
力
を

入
れ
ま
す
。

2
0
1
8
年
か
ら
始
め
た
の
は【
静
岡
茶
屋
】の
認
定
。

美
味
し
い
静
岡
茶
が
座
っ
て
飲
め
て
、お
茶
に
関
す
る
知
識
を
提
供
で
き
る
プ
ロ

フェショ
ナ
ル
が
い
る
ショッ
プ
や
レス
ト
ラ
ン
を
県

内
外
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、専
用
の
幟
旗
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

茶
業
会
議
所
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
内
で
静
岡
茶

屋
の
シ
ョッ
プ
リ
ス
ト
を
随
時
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

静
岡
茶
、

新
た
な
時
代
の
魅
力
発
信

公益社団法人静岡県茶業会議所
静岡県の茶業界を代表する機
関。静岡県内の茶生産家や茶
商工業者に負担していただく茶
業振興費や静岡県の補助金を
ベースに、茶生産改善事業、宣
伝事業、広報や調査事業、機関
誌の発行事業などを行う。JA静

岡経済連も会員団体として各事業の円滑な遂行に協力している。
静岡県静岡市葵区北番町81　☎ 054-271-5271（代）
http://shizuoka-cha.com
City-Cost内専用サイト

（日本語版）
https://www.city-cost.com/ja/guides/shizuoka-green_tea

（英語版）
https://www.city-cost.com/guides/shizuoka-green_tea

静岡市葵区俵峰地区（撮影/杉山美矢子）静岡市葵区俵峰地区（撮影/杉山美矢子）

静岡茶屋の幟旗 静岡茶屋のオリジナルグッズ 専務理事　小澤俊幸さん
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静
岡
茶
屋
の
認
定
店
は
お
茶
の
販

売
店
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。掛
川

I
C
近
く
で
地
産
地
消
の
季
節
料

理
を
味
わ
え
る
こ
の
店
で
は
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
有
料
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

に
産
地
別
の
緑
茶
５
〜
７
種
を
取
り

揃
え
、法
事
や
会
合
で
利
用
す
る
地

元
客
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
武
藤
太
郎
さ
ん
は「

日
本
酒
を
き
き
酒
す
る
よ
う
に
お
茶

を
楽
し
め
た
ら
」と
考
え
、前
菜
、メ

イ
ン
、デ
ザ
ー
ト
と
献
立
の
順
番
に
合

わ
せ
、お
茶
も
香
り
、渋
み
、濃
厚
と

淹
れ
方
を
変
え
て
提
供
し
、料
理
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
実
現
。ふ
だ
ん
美

味
し
い
お
茶
を
飲
み
慣
れ
て
い
る
掛

川
住
民
も
、お
茶
の
飲
み
比
べ
を
始

め
る
と
会
話
が
弾
み
、場
が
大
い
に
盛

り
上
が
る
と
い
い
ま
す
。「
無
料
で
提

供
し
て
い
た
時
代
は〝
飲
み
物
は
お
茶

で
い
い
〞だ
っ
た
お
客
様
が
、今
、有
料

茶町KINZABURO
静岡市葵区土太夫町27
☎ 054-252-2476
◎営業時間
平日9時30分～18時
日祝日10時～17時　水曜定休
http://kinzaburo.com
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静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
①

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
②

で
も〝
あ
の
お
茶
が
飲
み
た
い
〞と
返

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
手

応
え
を
得
て
い
ま
す
。

　
人
気
の『
本
日
の
氷
滴
茶
』は
、オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
茶
葉
と
氷
を

筒
に
入
れ
、1
週
間
置
い
て
パ
ッ
と
花

が
開
く
よ
う
に
香
味
が
劇
的
変
化
を

し
た
瞬
間
を
見
計
ら
っ
て
提
供
す
る

と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
茶
。「
カ
フ
ェ

イ
ン
の
含
有
量
が
約
２
％
ま
で
減
少

す
る
か
わ
り
に
免
疫
作
用
を
活
性
化

さ
せ
る
エ
ピ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン（
E
G
C
）

が
増
え
る
。身
体
に
優
し
い
極
上
の
一

杯
」と
イ
チ
オ
シ
で
す
。

　
武
藤
さ
ん
は
掛
川
市
内
の
飲
食

店
店
主
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、焼
酎
の
緑
茶
割
り
で
の〈
乾
杯

条
例
〉を
実
現
。静
岡
の
地
酒
と
緑

茶
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
企
画
す
る
な

ど
、飲
食
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の
お
茶

の
活
か
し
方
を
続
々
提
案
中
。「
ウ

ー
ロ
ン
茶
を
頼
む
お
客
様
に
は
、ひ
と

言
聞
き
返
す（
＝
モ
ノ
申
す
）と
い
う

運
動
も
し
て
い
ま
す
」と
笑
い
ま
す
。

　
静
岡
市
街
に
あ
る
茶
町
は

1
0
0
軒
以
上
の
茶
商
が
店
舗
を

構
え
る
日
本
一
の
茶
産
業
町
。江
戸

時
代
か
ら
続
く
町
の
歴
史
と
伝
統
を

今
に
活
か
そ
う
と
異
業
種
を
含
む
16

店
舗
が〈
茶
の
町
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〉と

な
り
、地
域
P
R
活
動
に
勤
し
ん
で

い
ま
す
。そ
の
事
務
局
を
担
う
茶
町

K
I
N
Z
A
B
U
R
O
。大
正
4
年

創
業
の
茶
問
屋
・
前
田
金
三
郎
商
店

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、文
字
通
り
茶

町
を
代
表
す
る
お
店
の一つ
で
す
。

　
3
代
目
オ
ー
ナ
ー
前
田
富
佐
男

さ
ん
は
T
V
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
第
1

回
茶
通
王
選
手
権
で
優
勝
、日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
技
能
コ
ン

テ
ス
ト
で
も
全
国
優
勝
を
果
た
し
た

名
匠
。〝
業
界
の
町
〞だ
っ
た
茶
町
を

消
費
者
や
観
光
客
が
足
を
運
び
た

く
な
る
町
に
変
え
よ
う
と
自
ら
立

ち
上
が
り
、茶
町
K
I
N
Z
A-

B
U
R
O
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
せ
た
店
が

2
0
1
7
年
に

「
地
域
の
お
店
」

デ
ザ
イ
ン
大
賞

で
県
知
事
賞
を
受
賞
、次
い
で
静
岡

県
茶
業
会
議
所
の【
静
岡
茶
屋
】認

定
第
1
号
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
1
階
で
は
お
茶
商
品
の
紹
介
を

は
じ
め
、パ
テ
ィ
シ
エ
が
店
舗
内
厨
房

で
作
る「
茶
っ
ふ
る
」や
生
菓
子
を

販
売
。2
階
は
誰
で
も
無
料
で
利

用
で
き
る
B
O
O
K
カ
フ
ェ
。定
期

的
に
前
田
さ
ん
の
お
茶
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
も
開
催
中
で
す
。

　「
モ
ノ（
商
品
）ば
か
り
で
は
な
く
、

コ
ト（
体
験
）の
提
供
を
カ
タ
チ
に
し

て
み
ま
し
た
」と
前
田
さ
ん
。静
岡

茶
屋
の
幟
は
、茶
町
が
静
岡
市
の
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ

れ
始
め
て
い
る
サ
イ
ン
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。

掛茶料理むとう
掛川市上張830
☎ 0537-24-8188
◎営業時間
11時30分～14時
17時～21時（ラストオーダー各30分前）
月曜定休

（祝祭日の場合は翌日振替、月１回２連休あり）
https://kacha-muto.com/

武藤太郎さん武藤太郎さん

茶町を観光名所に！
静岡茶屋認定第一号ショップ

茶どころの住民の会話も弾む、
料理とお茶のマリアージュ

茶町KINZABURO（静岡市葵区）掛茶料理むとう（掛川市上張）

前田冨佐男さん前田冨佐男さん

2階のBOOKカフェ2階のBOOKカフェ

スペシャルな濃さの抹茶かき氷スペシャルな濃さの抹茶かき氷人気の手作り茶っふる人気の手作り茶っふる

品種や器を変えて数種サービス品種や器を変えて数種サービス

緑茶割り緑茶割り
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清水銀行
●

●浅間神社

国
道
1

●
伊勢丹

市立病院●

国道364

呉服町通り

茶町通り

本
通
り

●
市民文化会館

県道27

茶町KINZABURO
北
街
道

土
手
通
り

JR掛川駅

●杏林堂

●掛川花鳥園

駅南公園
掛川 IC

東名高速

●さわやか

白山神社●

●ルートイン
　ホテル

上張南

県
道
27

県道
403

掛茶料理むとう



　
静
岡
茶
屋
の
認
定
店
は
お
茶
の
販

売
店
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。掛
川

I
C
近
く
で
地
産
地
消
の
季
節
料

理
を
味
わ
え
る
こ
の
店
で
は
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
有
料
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

に
産
地
別
の
緑
茶
５
〜
７
種
を
取
り

揃
え
、法
事
や
会
合
で
利
用
す
る
地

元
客
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
武
藤
太
郎
さ
ん
は「

日
本
酒
を
き
き
酒
す
る
よ
う
に
お
茶

を
楽
し
め
た
ら
」と
考
え
、前
菜
、メ

イ
ン
、デ
ザ
ー
ト
と
献
立
の
順
番
に
合

わ
せ
、お
茶
も
香
り
、渋
み
、濃
厚
と

淹
れ
方
を
変
え
て
提
供
し
、料
理
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
実
現
。ふ
だ
ん
美

味
し
い
お
茶
を
飲
み
慣
れ
て
い
る
掛

川
住
民
も
、お
茶
の
飲
み
比
べ
を
始

め
る
と
会
話
が
弾
み
、場
が
大
い
に
盛

り
上
が
る
と
い
い
ま
す
。「
無
料
で
提

供
し
て
い
た
時
代
は〝
飲
み
物
は
お
茶

で
い
い
〞だ
っ
た
お
客
様
が
、今
、有
料

茶町KINZABURO
静岡市葵区土太夫町27
☎ 054-252-2476
◎営業時間
平日9時30分～18時
日祝日10時～17時　水曜定休
http://kinzaburo.com

S-mail…03S-mail…04

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
①

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
②

で
も〝
あ
の
お
茶
が
飲
み
た
い
〞と
返

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
手

応
え
を
得
て
い
ま
す
。

　
人
気
の『
本
日
の
氷
滴
茶
』は
、オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
茶
葉
と
氷
を

筒
に
入
れ
、1
週
間
置
い
て
パ
ッ
と
花

が
開
く
よ
う
に
香
味
が
劇
的
変
化
を

し
た
瞬
間
を
見
計
ら
っ
て
提
供
す
る

と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
茶
。「
カ
フ
ェ

イ
ン
の
含
有
量
が
約
２
％
ま
で
減
少

す
る
か
わ
り
に
免
疫
作
用
を
活
性
化

さ
せ
る
エ
ピ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン（
E
G
C
）

が
増
え
る
。身
体
に
優
し
い
極
上
の
一

杯
」と
イ
チ
オ
シ
で
す
。

　
武
藤
さ
ん
は
掛
川
市
内
の
飲
食

店
店
主
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、焼
酎
の
緑
茶
割
り
で
の〈
乾
杯

条
例
〉を
実
現
。静
岡
の
地
酒
と
緑

茶
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
企
画
す
る
な

ど
、飲
食
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の
お
茶

の
活
か
し
方
を
続
々
提
案
中
。「
ウ

ー
ロ
ン
茶
を
頼
む
お
客
様
に
は
、ひ
と

言
聞
き
返
す（
＝
モ
ノ
申
す
）と
い
う

運
動
も
し
て
い
ま
す
」と
笑
い
ま
す
。

　
静
岡
市
街
に
あ
る
茶
町
は

1
0
0
軒
以
上
の
茶
商
が
店
舗
を

構
え
る
日
本
一
の
茶
産
業
町
。江
戸

時
代
か
ら
続
く
町
の
歴
史
と
伝
統
を

今
に
活
か
そ
う
と
異
業
種
を
含
む
16

店
舗
が〈
茶
の
町
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〉と

な
り
、地
域
P
R
活
動
に
勤
し
ん
で

い
ま
す
。そ
の
事
務
局
を
担
う
茶
町

K
I
N
Z
A
B
U
R
O
。大
正
4
年

創
業
の
茶
問
屋
・
前
田
金
三
郎
商
店

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、文
字
通
り
茶

町
を
代
表
す
る
お
店
の一つ
で
す
。

　
3
代
目
オ
ー
ナ
ー
前
田
富
佐
男

さ
ん
は
T
V
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
第
1

回
茶
通
王
選
手
権
で
優
勝
、日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
技
能
コ
ン

テ
ス
ト
で
も
全
国
優
勝
を
果
た
し
た

名
匠
。〝
業
界
の
町
〞だ
っ
た
茶
町
を

消
費
者
や
観
光
客
が
足
を
運
び
た

く
な
る
町
に
変
え
よ
う
と
自
ら
立

ち
上
が
り
、茶
町
K
I
N
Z
A-

B
U
R
O
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
せ
た
店
が

2
0
1
7
年
に

「
地
域
の
お
店
」

デ
ザ
イ
ン
大
賞

で
県
知
事
賞
を
受
賞
、次
い
で
静
岡

県
茶
業
会
議
所
の【
静
岡
茶
屋
】認

定
第
1
号
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
1
階
で
は
お
茶
商
品
の
紹
介
を

は
じ
め
、パ
テ
ィ
シ
エ
が
店
舗
内
厨
房

で
作
る「
茶
っ
ふ
る
」や
生
菓
子
を

販
売
。2
階
は
誰
で
も
無
料
で
利

用
で
き
る
B
O
O
K
カ
フ
ェ
。定
期

的
に
前
田
さ
ん
の
お
茶
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
も
開
催
中
で
す
。

　「
モ
ノ（
商
品
）ば
か
り
で
は
な
く
、

コ
ト（
体
験
）の
提
供
を
カ
タ
チ
に
し

て
み
ま
し
た
」と
前
田
さ
ん
。静
岡

茶
屋
の
幟
は
、茶
町
が
静
岡
市
の
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ

れ
始
め
て
い
る
サ
イ
ン
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。

掛茶料理むとう
掛川市上張830
☎ 0537-24-8188
◎営業時間
11時30分～14時
17時～21時（ラストオーダー各30分前）
月曜定休

（祝祭日の場合は翌日振替、月１回２連休あり）
https://kacha-muto.com/

武藤太郎さん武藤太郎さん

茶町を観光名所に！
静岡茶屋認定第一号ショップ

茶どころの住民の会話も弾む、
料理とお茶のマリアージュ

茶町KINZABURO（静岡市葵区）掛茶料理むとう（掛川市上張）

前田冨佐男さん前田冨佐男さん

2階のBOOKカフェ2階のBOOKカフェ

スペシャルな濃さの抹茶かき氷スペシャルな濃さの抹茶かき氷人気の手作り茶っふる人気の手作り茶っふる

品種や器を変えて数種サービス品種や器を変えて数種サービス
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静岡銀行

清水銀行
●

●浅間神社

国
道
1

●
伊勢丹

市立病院●

国道364

呉服町通り

茶町通り

本
通
り

●
市民文化会館

県道27

茶町KINZABURO
北
街
道

土
手
通
り

JR掛川駅
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上張南
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道
27

県道
403

掛茶料理むとう



　
お
茶
＆
と
ろ
ろ
を
看
板
に
、家
庭

的
な
雰
囲
気
で
ラ
ン
チ
や
夕
食
、地

酒
や
カ
ク
テ
ル
を
気
軽
に
味
わ
え
る

店
。日
本
酒
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

も
あ
る
オ
ー
ナ
ー
料
理
人
近
藤
雄

介
さ
ん
の
呈
茶
ス
タ
イ
ル
は
徹
底
し

て
い
ま
す
。

　
常
時
数
種
揃
え
る
煎
茶
は
単
一
農

園
の
単
一
品
種
に
こ
だ
わ
り
、抹
茶
は

石
臼
で
挽
く
と
こ
ろ
か
ら
、ほ
う
じ

茶
は
焙
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、料
理
を

す
る
よ
う
に
手
間
暇
か
け
る
。ビ
ー

ル
や
焼
酎
に
使
う
お
茶
も
こ
の
方
法

で
提
供
し
、お
客
様
は
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
見
る
近
藤
さ
ん
の
手
さ
ば
き

に
惚
れ
惚
れ
し
ま
す
。

　
人
気
の
抹
茶
ビ
ー
ル
カ
ク
テ
ル『
お

抹
茶
シ
ョ
ッ
ト
』は
味
や
色
の
変
化
が

楽
し
め
て
イ
ン
ス
タ
映
え
も
バ
ツ
グ

ン
。『
泡
立
ち
冷
や
し
抹
茶
割
』は
シ

ェ
イ
カ
ー
で
真
緑
に
仕
上
げ
た
冷
や

TEA-PLANNER SOAN
東京都江戸川区西小松川町7-24
☎ 03-5879-2135
来店時は要連絡
http://soan-storeinfo.jp

S-mail…05S-mail…06

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
③

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
④

し
抹
茶
に
、お
客
様
が
焼
酎
を
自
分

の
好
み
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
割
っ

て
飲
む
。『
引
盃
で
楽
し
む
水
出
し

す
す
り
茶
』は
独
特
の
黄
色
い
茶
葉
・

黄
金
み
ど
り
を
酒
盃
に
入
れ
、キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
ア
イ
ス
を
乗
せ
て
3
分
置
く
。

「
思
い
き
り
浅
い
盃
で
す
す
る
と
、ビ

ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
お
茶
の
旨
味
が

楽
し
め
ま
す
」と
推
し
ま
す
。

　
茶
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、茶
道
専

門
家
、陶
芸
家
、禅
宗
寺
院
等
と
の

人
脈
も
持
ち
、お
茶
の
哲
学
や
精
神

文
化
の
学
習
を
欠
か
さ
ず
、料
理
人

と
し
て
表
現
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
究
す
る
近
藤
さ
ん
。県
外
、

海
外
の
ゲ
ス
ト
を
案
内
し
た
く
な
る

静
岡
流
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ま
さ
に

体
現
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
荒
川
に
近
い
住
宅
街
の
、

と
あ
る
一
軒
の
家
の
玄
関
前
に
は
た

め
く「
静
岡
茶
屋
」の
幟
。住
人
の

野
崎
恭
成
さ
ん
日
向
子
さ
ん
夫
妻

は
自
宅
で
川
根
茶
の
直
売
・
通
販
と

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　
東
京
出
身
で
機
械
メ
ー
カ
ー
に

勤
務
し
て
い
た
恭
成
さ
ん
は
、ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
日
向
子
さ
ん
と
5
年

前
に
結
婚
し
、日
向
子
さ
ん
の
実
家

が
あ
る
島
田
市
で
新
婚
生
活
を
ス

タ
ー
ト
。日
向
子
さ
ん
の
友
人
の
父

で
川
根
茶
の
生
産
者
鈴
木
義
一
さ

ん（
92
）と
出
合
い
、「
今
ま
で
飲
ん

で
い
た
お
茶
は
何
だ
っ
た
の
か
」と
衝

撃
を
受
け
ま
す
。江
戸
川
区
の
生

家
へ
の
転
居
を
機
に「
本
当
の
お
茶

の
美
味
し
さ
を
知
ら
な
い
東
京
人

に
川
根
茶
を
教
え
た
い
」と
一
念
発

起
し
、2
0
1
7
年
に
S
O
A
N

を
創
業
。若
手
起
業
家
が
集
ま
る

異
業
種
交
流
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
人
脈
を
広
げ
、都
内
の
高

級
焼
肉
店
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
等
に
顧

客
を
得
る
一
方
、地
元
江
戸
川
区
民

へ
の
直
売
や
通
販
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
で
の
店
頭
試
飲
販
売
等
を
通

じ
て
幅
広
く
川
根
茶
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
は
川
根
茶
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
島
田
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
大
量
配
布
す
る
な
ど
地

域
P
R
に
も
汗
を
流
し
ま
す
。

　
恭
成
さ
ん
は
2
0
1
8
年
末
に

脱
サ
ラ
し
、
川
根
茶
商
＆
テ
ィ
ー

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
完
全
独
立
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

1
0
0
g
7
0
0
円
の
普
通
茶

5
g
の
茶
葉
に
40
m
l
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
注
い
で
5
分
抽
出
さ

せ
た〝
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
テ
ィ
ー
〞を
提
供

し
、東
京
の
飲
み
手
を
ビ
ッ
ク
リ
さ

せ
て
い
ま
す
。「
都
内
で
の
ニ
ー
ズ
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
語

る
夫
妻
。飲
み
手
と
し
て
の
純
粋
な

思
い
が
市
場
を
創
出
す
る
姿
は
、茶

販
売
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お抹茶こんどう
静岡市駿河区津島町5－9
☎ 090-8130-1274
◎営業時間　11時30分～14時
18時～21時30分　木曜定休
Facebookお抹茶こんどう
メール　kon628@icloud.com

抹茶は石臼で挽くところから抹茶は石臼で挽くところから 商品ディスプレイ商品ディスプレイ

飲み手から売り手へ転身！
東京で川根茶をアピール

お茶の味わいを深化させる、
料理人の手間と工夫

TEA-PLANNER SOAN （東京都江戸川区）お抹茶こんどう（静岡市駿河区）

テイスティングルームテイスティングルーム

静岡茶屋の幟が立つ野崎家静岡茶屋の幟が立つ野崎家

野崎夫妻野崎夫妻

オリジナルパッケージオリジナルパッケージ

エスプレッソティーエスプレッソティー

茶釜と石臼が目を引く店内カウンター茶釜と石臼が目を引く店内カウンター

ほうじ茶は茶を焙じるところからほうじ茶は茶を焙じるところから

近藤雄介さん近藤雄介さん

引盃で楽しむ水出しすすり茶引盃で楽しむ水出しすすり茶

味や色の変化も楽しめる
お抹茶ショット
味や色の変化も楽しめる
お抹茶ショット

シェイカーで作る
泡立ち抹茶割り
シェイカーで作る
泡立ち抹茶割り

●ボートレース江戸川

首都高7号小松
川線

首
都
高
中
央
環
状
線

国道1
4号

小松川

小松川境川
親水公園

●
江戸川
区役所

小松川橋

荒
川

中
川

小
松
川
運
動
公
園 今井街道

船
堀
街
道

TEA-PLANNER　SOAN

JR
静
岡
駅

国
道
1

大里西小●

石
田
街
道

大
浜
街
道

南幹
線

●静岡銀行

●ザ・ビッグ

●中田小

　　●
オートバックス

お抹茶こんどう

稲川

駿河区新川

中原



　
お
茶
＆
と
ろ
ろ
を
看
板
に
、家
庭

的
な
雰
囲
気
で
ラ
ン
チ
や
夕
食
、地

酒
や
カ
ク
テ
ル
を
気
軽
に
味
わ
え
る

店
。日
本
酒
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

も
あ
る
オ
ー
ナ
ー
料
理
人
近
藤
雄

介
さ
ん
の
呈
茶
ス
タ
イ
ル
は
徹
底
し

て
い
ま
す
。

　
常
時
数
種
揃
え
る
煎
茶
は
単
一
農

園
の
単
一
品
種
に
こ
だ
わ
り
、抹
茶
は

石
臼
で
挽
く
と
こ
ろ
か
ら
、ほ
う
じ

茶
は
焙
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、料
理
を

す
る
よ
う
に
手
間
暇
か
け
る
。ビ
ー

ル
や
焼
酎
に
使
う
お
茶
も
こ
の
方
法

で
提
供
し
、お
客
様
は
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
見
る
近
藤
さ
ん
の
手
さ
ば
き

に
惚
れ
惚
れ
し
ま
す
。

　
人
気
の
抹
茶
ビ
ー
ル
カ
ク
テ
ル『
お

抹
茶
シ
ョ
ッ
ト
』は
味
や
色
の
変
化
が

楽
し
め
て
イ
ン
ス
タ
映
え
も
バ
ツ
グ

ン
。『
泡
立
ち
冷
や
し
抹
茶
割
』は
シ

ェ
イ
カ
ー
で
真
緑
に
仕
上
げ
た
冷
や

TEA-PLANNER SOAN
東京都江戸川区西小松川町7-24
☎ 03-5879-2135
来店時は要連絡
http://soan-storeinfo.jp
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静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
③

静
岡
茶
屋
認
定
シ
ョ
ッ
プ
④

し
抹
茶
に
、お
客
様
が
焼
酎
を
自
分

の
好
み
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
割
っ

て
飲
む
。『
引
盃
で
楽
し
む
水
出
し

す
す
り
茶
』は
独
特
の
黄
色
い
茶
葉
・

黄
金
み
ど
り
を
酒
盃
に
入
れ
、キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
ア
イ
ス
を
乗
せ
て
3
分
置
く
。

「
思
い
き
り
浅
い
盃
で
す
す
る
と
、ビ

ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
お
茶
の
旨
味
が

楽
し
め
ま
す
」と
推
し
ま
す
。

　
茶
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、茶
道
専

門
家
、陶
芸
家
、禅
宗
寺
院
等
と
の

人
脈
も
持
ち
、お
茶
の
哲
学
や
精
神

文
化
の
学
習
を
欠
か
さ
ず
、料
理
人

と
し
て
表
現
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
究
す
る
近
藤
さ
ん
。県
外
、

海
外
の
ゲ
ス
ト
を
案
内
し
た
く
な
る

静
岡
流
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ま
さ
に

体
現
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
荒
川
に
近
い
住
宅
街
の
、

と
あ
る
一
軒
の
家
の
玄
関
前
に
は
た

め
く「
静
岡
茶
屋
」の
幟
。住
人
の

野
崎
恭
成
さ
ん
日
向
子
さ
ん
夫
妻

は
自
宅
で
川
根
茶
の
直
売
・
通
販
と

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　
東
京
出
身
で
機
械
メ
ー
カ
ー
に

勤
務
し
て
い
た
恭
成
さ
ん
は
、ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
日
向
子
さ
ん
と
5
年

前
に
結
婚
し
、日
向
子
さ
ん
の
実
家

が
あ
る
島
田
市
で
新
婚
生
活
を
ス

タ
ー
ト
。日
向
子
さ
ん
の
友
人
の
父

で
川
根
茶
の
生
産
者
鈴
木
義
一
さ

ん（
92
）と
出
合
い
、「
今
ま
で
飲
ん

で
い
た
お
茶
は
何
だ
っ
た
の
か
」と
衝

撃
を
受
け
ま
す
。江
戸
川
区
の
生

家
へ
の
転
居
を
機
に「
本
当
の
お
茶

の
美
味
し
さ
を
知
ら
な
い
東
京
人

に
川
根
茶
を
教
え
た
い
」と
一
念
発

起
し
、2
0
1
7
年
に
S
O
A
N

を
創
業
。若
手
起
業
家
が
集
ま
る

異
業
種
交
流
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
人
脈
を
広
げ
、都
内
の
高

級
焼
肉
店
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
等
に
顧

客
を
得
る
一
方
、地
元
江
戸
川
区
民

へ
の
直
売
や
通
販
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
で
の
店
頭
試
飲
販
売
等
を
通

じ
て
幅
広
く
川
根
茶
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
は
川
根
茶
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
島
田
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
大
量
配
布
す
る
な
ど
地

域
P
R
に
も
汗
を
流
し
ま
す
。

　
恭
成
さ
ん
は
2
0
1
8
年
末
に

脱
サ
ラ
し
、
川
根
茶
商
＆
テ
ィ
ー

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
完
全
独
立
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

1
0
0
g
7
0
0
円
の
普
通
茶

5
g
の
茶
葉
に
40
m
l
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
注
い
で
5
分
抽
出
さ

せ
た〝
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
テ
ィ
ー
〞を
提
供

し
、東
京
の
飲
み
手
を
ビ
ッ
ク
リ
さ

せ
て
い
ま
す
。「
都
内
で
の
ニ
ー
ズ
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
語

る
夫
妻
。飲
み
手
と
し
て
の
純
粋
な

思
い
が
市
場
を
創
出
す
る
姿
は
、茶

販
売
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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静岡県立大学キャンパス静岡県立大学キャンパス

抹茶（撮影／お抹茶こんどう）抹茶（撮影／お抹茶こんどう）
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テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

伝
承
を
科
学
で
実
証

お
茶
づ
く
り
に
命
を
か
け
る
人
々
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て

　
テ
ィ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
に
就
任
す
る
以
前
に一
度
、ラ
イ
タ
ー
と
し
て
静
岡
の
茶
産
業
に
つ
い
て
の
記
事

を
書
こ
う
と
試
み
た
の
で
す
が
、広
く
て
深
い
茶
産
業
の
背
景
に
あ
る
も
の
や
お
茶
の
魅
力
な
ど
の

理
解
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。も
っ
と
お
茶
に
つ
い
て
知
り
た
い
、も
っ
と
真

摯
に
お
茶
づ
く
り
に
命
を
か
け
る
人
々
に
向
き
合
い
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
の
茶
園
で
お
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。取
材
に
伺
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
茶
園
に
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
の
物
語
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。こ
の
物
語
と
と
も
に
多
様
な
静
岡
茶
の
魅
力
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
、テ
ィ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
続
け
る
か
た

わ
ら
、2
0
1
8
年
9
月
に「
は
て
し
な
い
お
茶
物
語
」と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

茶
業
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
開
催

　
他
の
成
熟
産
業
と
同
様
、深
刻
な
問
題
が
山
積
す
る
茶
業
界
に
あ
っ
て

も
、高
単
価
で
お
茶
を
販
売
し
、年
々
耕
作
茶
園
を
増
や
し
、従
業
員
を
増

や
し
て
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
事
業
者
の
成
功
の
秘
訣
伺
う
べ

く
、2
0
1
9
年
1
月
、「
こ
れ
が
ぼ
く
ら
の
静
岡
茶
、現
在
進
行
形
」と
い

う
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
茶
業
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」。参
加
者
の
感
想
と
し
て
は
、「
お
茶
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、こ
う
い
う
場
に
出
る
と
強
く
感
じ
る
」「
こ
れ
ま
で

の
似
た
よ
う
な
座
談
会
と
異
な
り
、具
体
的
な
経
営
、会
計
的
な
視
点
で

の
話
も
で
き
た
」と
い
う
意
見
や
、「
行
け
な
か
っ
た
け
ど
聞
き
た
か
っ
た
」と

い
う
声
も
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。座
談
会
の
内
容
の一
部
はS

hizuoka 
G

reen Tea G
uide

に
寄
稿
し
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
茶
が
教
え
て
く
れ
る「
待
つ
」「
味
わ
う
」ゆ
と
り

　
緑
茶
に
は
茶
カ
テ
キ
ン
の
抗
酸
化
作
用
、抗
が
ん
作
用
な
ど
美
容
や
健
康
の
た
め
に
嬉
し
い
成
分

が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。私
も
美
容
と
健
康
に

も
つ
な
が
る
お
茶
が
大
好
き
で
生
活
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
お
茶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
時
間
に
追
わ
れ
る
現
代
人
に
と
っ
て
、急
須
の
中
で
茶
葉
が
開
く
の
を「
待
つ
」時
間
、温
度
や
茶

葉
、浸
出
時
間
に
よ
っ
て
違
い
を「
味
わ
う
」こ
と
が
、人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
取
り

戻
す
こ
と
の
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、育
児
中
に
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た“

早
食
い”

。お
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
で
修
正

し
、体
重
も
産
前
の
体
重
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ス
マ
イ
ル
の
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
お
茶
と
と

も
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
茶
業
会
議
所
が
外
国

人
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ

トC
ity-C

o
st

内
に
立
ち
上
げ

た
静
岡
茶
魅
力
発
見
サ
イ
ト

『Shizuoka G
reen Tea G

uide

（
英
語
版
・
日
本
語
版
）』で
は
、日

本
人
と
外
国
人
の
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー

タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。2
0
1
8
年
度

か
ら
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め

る
林
夏
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
の
お
茶
の
物
語
を
伝
え
た
い

静
岡
茶
業
会
議
所
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー

　林

　夏子 

さ
ん

林夏子さん（フリーライター・日本茶インストラクター）
岐阜県出身。金沢大学法学部卒業。行政書士資格保
有。WEB制作会社を経て、2014年よりフリーライター。
大阪在住。「林夏子のはてしないお茶物語」
https ://www.hatesh ina i -ocha-monogata r i .comを運営。

静岡市葵区俵峰地区（撮影/杉山美矢子）静岡市葵区俵峰地区（撮影/杉山美矢子）

お
茶
の
過
去・現
在・未
来
を
つ
な
ぐ

ふ
じ
の
く
に
茶
学
最
前
線

　
静
岡
県
立
大
学
は
2
0
1
3
年
に
日
本
で
初
め
て
、茶
学
総
合
講
座
を
開

設
し
、翌
14
年
に
茶
に
関
す
る
情
報
の
一
元
化
と
産
学
民
官
連
携
強
化
を
目
指

し
て
茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。以
来
、静
岡
県
、（
公
社
）

静
岡
県
茶
業
会
議
所
、J
A
静
岡
経
済
連
、県
茶
商
工
業
協
同
組
合
の
支
援
の
も

と
、茶
の
栽
培
加
工
か
ら
機
能
性
、販
売
、経
営
手
法
ま
で
を
総
合
的
に
科
学
し
、多

く
の
成
果
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
中
村
順
行
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

抹
茶
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
　
　

　
今
や
世
界
的
ブ
ー
ム
の
抹
茶
。抹
茶
の
良
さ
は
美
し
い
緑
色
と
美
味
し
さ
。成
分
的
に
も

茶
葉
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、β
カ
ロ
テ
ン
、食
物
繊
維
と
い
っ
た
水
不
溶
性
の
有
効
成

分
を
逃
さ
ず
摂
取
で
き
る
こ
と
。と
く
に
主
要
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
も
多
く
含
み
、

ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
高
く
、ま
さ
に「
お
茶
を
飲
む
と
ホ
ッ
と
癒
さ
れ
る
」こ
と
を
証
明
す

る
優
れ
モ
ノ
で
す
。

2019年1月に静岡市内で開催した座談会
『これがぼくらの静岡茶、現在進行形』中村順行センター長中村順行センター長

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く)

（
解
説
）　
静
岡
県
立
大
学
茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長

中
村
順
行
さ
ん
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テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

伝
承
を
科
学
で
実
証

お
茶
づ
く
り
に
命
を
か
け
る
人
々
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て

　
テ
ィ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
に
就
任
す
る
以
前
に一
度
、ラ
イ
タ
ー
と
し
て
静
岡
の
茶
産
業
に
つ
い
て
の
記
事

を
書
こ
う
と
試
み
た
の
で
す
が
、広
く
て
深
い
茶
産
業
の
背
景
に
あ
る
も
の
や
お
茶
の
魅
力
な
ど
の

理
解
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。も
っ
と
お
茶
に
つ
い
て
知
り
た
い
、も
っ
と
真

摯
に
お
茶
づ
く
り
に
命
を
か
け
る
人
々
に
向
き
合
い
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
が
活
動
の
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
の
茶
園
で
お
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。取
材
に
伺
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
茶
園
に
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
の
物
語
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。こ
の
物
語
と
と
も
に
多
様
な
静
岡
茶
の
魅
力
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
、テ
ィ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
続
け
る
か
た

わ
ら
、2
0
1
8
年
9
月
に「
は
て
し
な
い
お
茶
物
語
」と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

茶
業
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
開
催

　
他
の
成
熟
産
業
と
同
様
、深
刻
な
問
題
が
山
積
す
る
茶
業
界
に
あ
っ
て

も
、高
単
価
で
お
茶
を
販
売
し
、年
々
耕
作
茶
園
を
増
や
し
、従
業
員
を
増

や
し
て
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
事
業
者
の
成
功
の
秘
訣
伺
う
べ

く
、2
0
1
9
年
1
月
、「
こ
れ
が
ぼ
く
ら
の
静
岡
茶
、現
在
進
行
形
」と
い

う
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
茶
業
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」。参
加
者
の
感
想
と
し
て
は
、「
お
茶
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、こ
う
い
う
場
に
出
る
と
強
く
感
じ
る
」「
こ
れ
ま
で

の
似
た
よ
う
な
座
談
会
と
異
な
り
、具
体
的
な
経
営
、会
計
的
な
視
点
で

の
話
も
で
き
た
」と
い
う
意
見
や
、「
行
け
な
か
っ
た
け
ど
聞
き
た
か
っ
た
」と

い
う
声
も
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。座
談
会
の
内
容
の一
部
はS

hizuoka 
G

reen Tea G
uide

に
寄
稿
し
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
茶
が
教
え
て
く
れ
る「
待
つ
」「
味
わ
う
」ゆ
と
り

　
緑
茶
に
は
茶
カ
テ
キ
ン
の
抗
酸
化
作
用
、抗
が
ん
作
用
な
ど
美
容
や
健
康
の
た
め
に
嬉
し
い
成
分

が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。私
も
美
容
と
健
康
に

も
つ
な
が
る
お
茶
が
大
好
き
で
生
活
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
お
茶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
時
間
に
追
わ
れ
る
現
代
人
に
と
っ
て
、急
須
の
中
で
茶
葉
が
開
く
の
を「
待
つ
」時
間
、温
度
や
茶

葉
、浸
出
時
間
に
よ
っ
て
違
い
を「
味
わ
う
」こ
と
が
、人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
取
り

戻
す
こ
と
の
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、育
児
中
に
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た“

早
食
い”

。お
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
で
修
正

し
、体
重
も
産
前
の
体
重
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ス
マ
イ
ル
の
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
お
茶
と
と

も
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
茶
業
会
議
所
が
外
国

人
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ

トC
ity-C

o
st

内
に
立
ち
上
げ

た
静
岡
茶
魅
力
発
見
サ
イ
ト

『Shizuoka G
reen Tea G

uide

（
英
語
版
・
日
本
語
版
）』で
は
、日

本
人
と
外
国
人
の
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー

タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。2
0
1
8
年
度

か
ら
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め

る
林
夏
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
の
お
茶
の
物
語
を
伝
え
た
い

静
岡
茶
業
会
議
所
テ
ィ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー

　林

　夏子 

さ
ん

林夏子さん（フリーライター・日本茶インストラクター）
岐阜県出身。金沢大学法学部卒業。行政書士資格保
有。WEB制作会社を経て、2014年よりフリーライター。
大阪在住。「林夏子のはてしないお茶物語」
https ://www.hatesh ina i -ocha-monogata r i .comを運営。
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の
過
去・現
在・未
来
を
つ
な
ぐ

ふ
じ
の
く
に
茶
学
最
前
線

　
静
岡
県
立
大
学
は
2
0
1
3
年
に
日
本
で
初
め
て
、茶
学
総
合
講
座
を
開

設
し
、翌
14
年
に
茶
に
関
す
る
情
報
の
一
元
化
と
産
学
民
官
連
携
強
化
を
目
指

し
て
茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。以
来
、静
岡
県
、（
公
社
）

静
岡
県
茶
業
会
議
所
、J
A
静
岡
経
済
連
、県
茶
商
工
業
協
同
組
合
の
支
援
の
も

と
、茶
の
栽
培
加
工
か
ら
機
能
性
、販
売
、経
営
手
法
ま
で
を
総
合
的
に
科
学
し
、多

く
の
成
果
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
中
村
順
行
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

抹
茶
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
　
　

　
今
や
世
界
的
ブ
ー
ム
の
抹
茶
。抹
茶
の
良
さ
は
美
し
い
緑
色
と
美
味
し
さ
。成
分
的
に
も

茶
葉
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、β
カ
ロ
テ
ン
、食
物
繊
維
と
い
っ
た
水
不
溶
性
の
有
効
成

分
を
逃
さ
ず
摂
取
で
き
る
こ
と
。と
く
に
主
要
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
も
多
く
含
み
、

ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
高
く
、ま
さ
に「
お
茶
を
飲
む
と
ホ
ッ
と
癒
さ
れ
る
」こ
と
を
証
明
す

る
優
れ
モ
ノ
で
す
。

2019年1月に静岡市内で開催した座談会
『これがぼくらの静岡茶、現在進行形』中村順行センター長中村順行センター長

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く)

（
解
説
）　
静
岡
県
立
大
学
茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長

中
村
順
行
さ
ん
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一
方
、お
茶
を
飲
ん
で「
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
」「
気
分
転
換
に
な
る
」と
い
う
経
験
も
お
あ
り
で

し
ょ
う
。日
本
に
仏
教
と
と
も
に
伝
来
し
た
喫
茶
は
、修
行
中
の
禅
僧
に
い
わ
ば〝
気
付
け
薬
〞

と
し
て
推
奨
さ
れ
た
く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
、お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
が
も
た
ら
す
覚
醒

作
用
。「
ホ
ッ
と
さ
せ
る
」テ
ア
ニ
ン
と
は
正
反
対
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ア
ニ
ン
と
カ
フ
ェ
イ
ン
や
E
G
C
G
の
割
合
と
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
に
つ
い

て
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。結
果
、テ
ア
ニ
ン
に
対
し
て
カ
フ
ェ
イ
ン
や
E
G
C
G
の
相
対
量
が
一

定
値
以
下
だ
っ
た
抹
茶
―
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
よ
り
期
待
で
き
る
抹
茶
は
、国

内
で
市
販
さ
れ
る
76
銘
柄
の
う
ち
32
銘
柄
で
、海
外
市
販
品
で
は
67
銘
柄
の
う
ち
1
銘
柄

の
み
で
し
た
。

水
出
し
低
カ
フェ
イ
ン
茶
の
成
果

　
セ
ン
タ
ー
で
は
摘
み
取
っ
た
茶
葉
に
95
℃
の
熱
水
シ
ャ
ワ
ー
を
1
8
0
秒
噴
霧
し
、カ
フ

ェ
イ
ン
含
有
量
を
通
常
の
4
分
の
1
か
ら
5
分
の
1
に
下
げ
た
低
カ
フ
ェ
イ
ン
茶
を
作
り
、

水
出
し
で
臨
床
実
験
し
ま
し
た
。対
象
者
に
は
麦
茶
を
飲
む
20
代
、普
通
の
水
出
し
緑
茶

を
飲
む
40
〜
50
代
、熱
い
煎
茶
を
飲
む
80
〜
90
代
の
3
世
代
。毎
日
水
出
し
低
カ
フ
ェ
イ

ン
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
、ス
ト
レ
ス
指
標
と
な
る
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活
性
の
数
値
を
計
測

し
た
と
こ
ろ
、い
ず
れ
の
世
代
も
対
象
の
お
茶
に
比
べ
、水
出
し
低
カ
フ
ェ
イ
ン
茶
の
ほ
う

が
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
有
効
だ
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。脳
波
の
計
測
で
は
さ
ら
に
眠
り
に
入

り
や
す
く
目
覚
め
も
よ
く
、睡
眠
の
質
が
高
く
な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、疲
労
感
が
低

下
し
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
海
外
消
費
者
の
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
茶
の
需
要
予
測
も
行
い
、嗜
好
性
の

把
握
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

静
岡
産
抹
茶
の
未
来
は
？

　
世
界
的
に
関
心
事
の
抹
茶
は
、日
本
茶
輸
出
の
牽
引
役
と
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、安
価

な
中
国
産
抹
茶
も
激
増
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
日
本
産
抹
茶
が
存
在
感
を
示
す

と
し
た
ら
、価
格
で
は
な
く
品
質
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
な
ど
の
機
能
性
で
勝
負

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

 

現
在
、国
際
品
質
規
格
I
S
O（International O

rganization for Standardization

）

で
は
抹
茶
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。ア
ジ
ア
で
急
激
に
増
産
さ
れ
、国
際
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
中
で
も
極
め
て
高
い
関
心
を
集
め
る
茶
種
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、世
界
の

消
費
者
に
正
し
い
品
質
を
保
証
し
、日
本
産
抹
茶
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築
す

る
上
で
も
こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信
し
て
き
た
研
究
成
果
を
大
い
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
内
で
は
秋
冬
番
茶
を
抹
茶
に
充
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、こ
の
時

期
の
茶
葉
は
テ
ア
ニ
ン
含
有
量
が
下
が
り
、高
機
能
性
抹
茶
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
な

い
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
の
も
と
、日
本
一
の
茶
産
地
と

し
て
確
か
な
選
択
を
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

学
内
で
無
料
の
お
茶
カ
フェ

　
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、最
新
の
機
能
性
研
究
か
ら
歴
史
文
化
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
多
彩
な
科
目
を
そ
ろ
え
た
茶
学
入
門
講
座
を
開
講
し
、2
5
0
名
を
超
え
る
学

生
が
聴
講
し
て
い
ま
す
。ま
た
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
利
用
し
て
県
大
生
以
外
の
大

学
生
を
対
象
に
し
た
ふ
じ
の
く
に
学（
お
茶
）も
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
内
で
は
日
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
中
で
ご
く
自
然
に
お
茶
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、学
生
ホ
ー
ル
を
会
場
に
毎
月
1
回
、無
料
の
テ
ィ
ー

カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。新
茶
、冷
茶
、フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
、

工
芸
茶
等
、さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
飲
み
比
べ
を
楽
し
ん
だ
り
、

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
呈
茶
を
披
露
し
た
り
、毎
回

1
0
0
人
以
上
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
滴
の
お
茶
が
心
に
波
紋
を
拡
げ
、お
茶
の
魅
力
を
若
い
世

代
に
様
々
な
形
で
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
立
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学 
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一
方
、お
茶
を
飲
ん
で「
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
」「
気
分
転
換
に
な
る
」と
い
う
経
験
も
お
あ
り
で

し
ょ
う
。日
本
に
仏
教
と
と
も
に
伝
来
し
た
喫
茶
は
、修
行
中
の
禅
僧
に
い
わ
ば〝
気
付
け
薬
〞

と
し
て
推
奨
さ
れ
た
く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
、お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
が
も
た
ら
す
覚
醒

作
用
。「
ホ
ッ
と
さ
せ
る
」テ
ア
ニ
ン
と
は
正
反
対
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ア
ニ
ン
と
カ
フ
ェ
イ
ン
や
E
G
C
G
の
割
合
と
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
に
つ
い

て
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。結
果
、テ
ア
ニ
ン
に
対
し
て
カ
フ
ェ
イ
ン
や
E
G
C
G
の
相
対
量
が
一

定
値
以
下
だ
っ
た
抹
茶
―
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
よ
り
期
待
で
き
る
抹
茶
は
、国

内
で
市
販
さ
れ
る
76
銘
柄
の
う
ち
32
銘
柄
で
、海
外
市
販
品
で
は
67
銘
柄
の
う
ち
1
銘
柄

の
み
で
し
た
。

水
出
し
低
カ
フェ
イ
ン
茶
の
成
果

　
セ
ン
タ
ー
で
は
摘
み
取
っ
た
茶
葉
に
95
℃
の
熱
水
シ
ャ
ワ
ー
を
1
8
0
秒
噴
霧
し
、カ
フ

ェ
イ
ン
含
有
量
を
通
常
の
4
分
の
1
か
ら
5
分
の
1
に
下
げ
た
低
カ
フ
ェ
イ
ン
茶
を
作
り
、

水
出
し
で
臨
床
実
験
し
ま
し
た
。対
象
者
に
は
麦
茶
を
飲
む
20
代
、普
通
の
水
出
し
緑
茶

を
飲
む
40
〜
50
代
、熱
い
煎
茶
を
飲
む
80
〜
90
代
の
3
世
代
。毎
日
水
出
し
低
カ
フ
ェ
イ

ン
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
、ス
ト
レ
ス
指
標
と
な
る
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活
性
の
数
値
を
計
測

し
た
と
こ
ろ
、い
ず
れ
の
世
代
も
対
象
の
お
茶
に
比
べ
、水
出
し
低
カ
フ
ェ
イ
ン
茶
の
ほ
う

が
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
有
効
だ
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。脳
波
の
計
測
で
は
さ
ら
に
眠
り
に
入

り
や
す
く
目
覚
め
も
よ
く
、睡
眠
の
質
が
高
く
な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、疲
労
感
が
低

下
し
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
海
外
消
費
者
の
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
茶
の
需
要
予
測
も
行
い
、嗜
好
性
の

把
握
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

静
岡
産
抹
茶
の
未
来
は
？

　
世
界
的
に
関
心
事
の
抹
茶
は
、日
本
茶
輸
出
の
牽
引
役
と
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、安
価

な
中
国
産
抹
茶
も
激
増
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
日
本
産
抹
茶
が
存
在
感
を
示
す

と
し
た
ら
、価
格
で
は
な
く
品
質
。ま
た
、ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
な
ど
の
機
能
性
で
勝
負

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

 

現
在
、国
際
品
質
規
格
I
S
O（International O

rganization for Standardization

）

で
は
抹
茶
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。ア
ジ
ア
で
急
激
に
増
産
さ
れ
、国
際
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
中
で
も
極
め
て
高
い
関
心
を
集
め
る
茶
種
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、世
界
の

消
費
者
に
正
し
い
品
質
を
保
証
し
、日
本
産
抹
茶
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築
す

る
上
で
も
こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信
し
て
き
た
研
究
成
果
を
大
い
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
内
で
は
秋
冬
番
茶
を
抹
茶
に
充
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、こ
の
時

期
の
茶
葉
は
テ
ア
ニ
ン
含
有
量
が
下
が
り
、高
機
能
性
抹
茶
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
な

い
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
の
も
と
、日
本
一
の
茶
産
地
と

し
て
確
か
な
選
択
を
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

学
内
で
無
料
の
お
茶
カ
フェ

　
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、最
新
の
機
能
性
研
究
か
ら
歴
史
文
化
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
多
彩
な
科
目
を
そ
ろ
え
た
茶
学
入
門
講
座
を
開
講
し
、2
5
0
名
を
超
え
る
学

生
が
聴
講
し
て
い
ま
す
。ま
た
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
利
用
し
て
県
大
生
以
外
の
大

学
生
を
対
象
に
し
た
ふ
じ
の
く
に
学（
お
茶
）も
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
内
で
は
日
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
中
で
ご
く
自
然
に
お
茶
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、学
生
ホ
ー
ル
を
会
場
に
毎
月
1
回
、無
料
の
テ
ィ
ー

カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。新
茶
、冷
茶
、フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
、

工
芸
茶
等
、さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
飲
み
比
べ
を
楽
し
ん
だ
り
、

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
呈
茶
を
披
露
し
た
り
、毎
回

1
0
0
人
以
上
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
滴
の
お
茶
が
心
に
波
紋
を
拡
げ
、お
茶
の
魅
力
を
若
い
世

代
に
様
々
な
形
で
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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岡
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日
本
の
お
茶
の
黎
明
期
―
固
形
茶
葉
を
煮
て
飲
む「
団
茶
」

　
日
本
の
お
茶
の
歴
史
は
平
安
初
期
の
8
0
5
年
、唐
に
留
学
し
た
最
澄
が
茶
の
種
を
持
ち

帰
っ
た
の
が
始
ま
り
。最
澄
は
比
叡
山
麓
の
日
吉
大
社
側
に
あ
る
畑
に
植
え
、嵯
峨
天
皇
に
献

上
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。黎
明
期
に
飲
ま
れ
た
茶
は
団
茶（
だ
ん
ち
ゃ
＝
茶
葉
を

蒸
し
て
す
り
つ
ぶ
し
固
形
状
に
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）で
、飲
む
と
き
は
火
で
あ
ぶ
っ
て
か
ら

粉
に
し
て
か
ら
湯
で
煮
る
と
い
う
も
の
。ご
く
一
部
の
上
流
階
級
の
間
で
滋
養
の
薬
と
し
て
広
ま

り
ま
す
が
、遣
唐
使
制
度
の
廃
止
と
と
も
に
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

栄
西
・
秀
吉
・
利
休
が
飲
ん
だ「
碾
茶
」

　
日
本
の
歴
史
に
茶
が
再
び
登
場
す
る
の
は
約
3
0
0
年
後
。栄
西
禅
師
が
1
1
9
1
年
に

宋
か
ら
茶
の
種
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、後
に
茶
の
効
能
や
飲
み
方
を
解
説
し
た『
喫
茶
養
生
記
』

を
著
し
ま
し
た
。栄
西
か
ら
茶
種
を
譲
り
受
け
た
明
恵
上
人
は
京
・
栂
尾
の
高
山
寺
で
茶
の

栽
培
を
始
め
、栽
培
適
地
を
求
め
て
宇
治
に
茶
園
を
開
き
ま
す
。ち
な
み
に
静
岡
茶
は
駿
河
国

栃
沢
出
身
の
聖
一
国
師（
1
2
0
2
〜
1
2
8
0
）が
宋
か
ら
持
ち
帰
っ
た
茶
種
を
出
身
地
に

近
い
足
久
保
に
蒔
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、駿
河
国
井
宮
出
身
の
大
応
国
師（
1
2
3
5

〜
1
3
0
9
）は
宋
か
ら
茶
宴
や
闘
茶
の
風
習
、茶
席
に
使
わ
れ
る
茶
台
子
を
持
ち
帰
り
、後

の
茶
道
文
化
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。当
時
の
静
岡
は
、中
国
へ
留
学
し
後
に「
国
師
」号
を
授
か

る
ほ
ど
の
高
僧
を
2
人
も
輩
出
し
、茶
と
深
い
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
中
世
〜
近
世
に
飲
ま
れ
た
の
は
碾
茶（
て
ん
ち
ゃ
＝
粉
末
茶
）で
す
。足
利
将
軍
や
信
長
、秀

吉
ら
時
の
権
力
者
は
茶
を
支
配
階
級
の
象
徴
と
し
て
庇
護
・
活
用
し
、指
南
役
の
村
田
珠
光
、

武
野
紹
鴎
、千
利
休
ら
に
よ
っ
て
独
自
の
茶
の
湯
文
化
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

江
戸
中
期
に
確
立
し
た「
青
製
煎
茶
製
法
」

　
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
安
倍
奥
の
大
日
峠
に
お
茶
壺
屋
敷
を
設
け
て
品
質
保

全
に
努
め
、徳
川
家
は
安
倍
茶
を
江
戸
城
御
用
茶
と
し
て
庇
護
し
ま
し
た
。静
岡
市
に
残
る

お
茶
壺
道
中
は
安
倍
奥
の
冷
涼
地
で
夏
を
越
し
、ほ
ど
よ
く
熟
成
し
た
茶
を
駿
府
城
へ
献
上

す
る
道
中
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　
江
戸
中
期
の
1
7
3
8
年
、宇
治
の
永
谷
宗
円
は「
青
製
煎
茶
製
法
」を
編
み
出
し
、そ
れ
ま

で
茶
色
を
し
て
い
た
煎
茶
が
鮮
や
か
な
緑
の
水
色
に
。1
8
3
5
年
に
は
宇
治
の
山
本
嘉
兵
衛
が

玉
露
製
法
を
開
発
し
ま
す
。幕
末
の
横
浜
開
港
と
同
時
に
日
本
茶
輸
出
が
始
ま
り
、明
治
維
新

後
は
旧
幕
臣
が
牧
之
原
の
大
茶
園
を
開
墾
し
て
輸
出
の
需
要
に
応
え
ま
し
た
。

　
1
8
9
8
年
に
高
林
謙
三
が
茶
葉
粗
揉
機
を
開
発
し
、1
9
0
8
年
に
は
安
倍
郡
有
度

村
出
身
の
杉
山
彦
三
郎
が
茶
の
優
良
品
種「
や
ぶ
き
た
」の
選
抜
に
成
功
。お
茶
は
庶
民
の
日

常
飲
料
へ
と
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

近
代
茶
業
を
支
え
た
河
村
宗
平
と
深
蒸
し
茶
の
登
場

　
牧
之
原
台
地
は
も
と
も
と
未
開
の
原
野
で
し
た
。維
新
直
後
の
1
8
6
8
年
、こ
こ
に
勝
海

舟
の
助
言
で
旧
幕
臣
約
2
0
0
名
が
入
植
。艱
難
辛
苦
の
末
、6
年
後
に
初
め
て
少
量
の
茶

芽
が
摘
採
さ
れ
ま
し
た
。

　
幕
府
直
轄
の
山
林
を
管
理
し
て
い
た
御
林
守
河
村
家
に
生
ま
れ
、幕
臣
同
様
に
職
を
失
っ

た
河
村
宗
平
は
牧
之
原
開
墾
に
未
来
を
託
し
、高
林
式
粗
揉
機
に
装
着
す
る
熱
風
火
炉
を

開
発
し
て
量
産
拡
大
に
尽
力
し
ま
し
た
。彼
は
京
都
や
愛
媛
等
か
ら
も
招
聘
さ
れ
る
製
茶
教

師
と
な
り
、や
が
て
県
知
事
よ
り
静
岡
県
製
茶
監
督
員
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

　
平
地
で
育
つ
牧
之
原
の
茶
は
太
陽
光
を
長
時
間
浴
び
る
た
め
、山
間
地
の
茶
に
比
べ
て
葉
肉

が
厚
く
、渋
み
の
強
い
お
茶
に
仕
上
が
り
ま
す
。昭
和
30
年
代
、菊
川
の
あ
る
茶
農
家
の
蒸
し
過

ぎ
の
失
敗
が
奏
功
し
、「
深
蒸
し
茶
」が
誕
生
し
ま
す
。煎
茶
は
生
葉
の
酸
化
を
防
ぐ
た
め
、摘
み

取
っ
た
直
後
に
高
温
で
短
時
間
、蒸
し
ま
す
が
、深
蒸
し
の
場
合
は
普
通
煎
茶
の
2
〜
3
倍
の
時

間
を
か
け
ま
す
。蒸
し
時
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、こ
の
後
の
揉
み
工
程
で
茶
葉
の
細
胞
膜

が
破
れ
や
す
く
な
り
、抽
出
す
る
と
茶
葉
に
含
ま
れ
る
不
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
E
や
β
カ
ロ
テ
ン
等

が
溶
け
出
て
、一
般
煎
茶
よ
り
も
機
能
性
成
分
が
増
え
ま
す
。香
り
は
控
え
め
な
が
ら
味
は
ま
ろ

や
か
。熱
湯
で
短
時
間
に
鮮
や
か
な
深
緑
色
の
お
茶
が
抽
出
で
き
る
と
あ
っ
て
、現
代
の
喫
茶
ス
タ

イ
ル
や
嗜
好
に
マッ
チ
し
ま
し
た
。

静
岡
の
お
茶
は
、新
鮮
な
若
葉
の
香
り
と
ほ
ど
よ
い
渋
み
を
味
わ
う「
普
通
煎
茶
」、ま
ろ
や
か

で
コ
ク
の
あ
る「
深
蒸
し
煎
茶
」を
二
大
潮
流
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
か
ら
令
和

に
変
わ
る
時
代
の
節
目
に
登
場
し
た
の
が「
香
り
緑
茶
」。第
三
の
お
茶
と
し

て
新
た
な
市
場
の
開
拓
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。香
り
緑
茶
が
誕
生
す

る
ま
で
の
千
年
に
及
ぶ
お
茶
の
歴
史
を
振
り
返
って
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
茶
千
年
、

令
和
元
年
、

香
り
緑
茶
の

事
始
め
。

「
普
通
煎
茶
」「
深
蒸
し
茶
」に
続
く
第
三
の
お
茶
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日
本
の
お
茶
の
黎
明
期
―
固
形
茶
葉
を
煮
て
飲
む「
団
茶
」

　
日
本
の
お
茶
の
歴
史
は
平
安
初
期
の
8
0
5
年
、唐
に
留
学
し
た
最
澄
が
茶
の
種
を
持
ち

帰
っ
た
の
が
始
ま
り
。最
澄
は
比
叡
山
麓
の
日
吉
大
社
側
に
あ
る
畑
に
植
え
、嵯
峨
天
皇
に
献

上
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。黎
明
期
に
飲
ま
れ
た
茶
は
団
茶（
だ
ん
ち
ゃ
＝
茶
葉
を

蒸
し
て
す
り
つ
ぶ
し
固
形
状
に
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）で
、飲
む
と
き
は
火
で
あ
ぶ
っ
て
か
ら

粉
に
し
て
か
ら
湯
で
煮
る
と
い
う
も
の
。ご
く
一
部
の
上
流
階
級
の
間
で
滋
養
の
薬
と
し
て
広
ま

り
ま
す
が
、遣
唐
使
制
度
の
廃
止
と
と
も
に
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

栄
西
・
秀
吉
・
利
休
が
飲
ん
だ「
碾
茶
」

　
日
本
の
歴
史
に
茶
が
再
び
登
場
す
る
の
は
約
3
0
0
年
後
。栄
西
禅
師
が
1
1
9
1
年
に

宋
か
ら
茶
の
種
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、後
に
茶
の
効
能
や
飲
み
方
を
解
説
し
た『
喫
茶
養
生
記
』

を
著
し
ま
し
た
。栄
西
か
ら
茶
種
を
譲
り
受
け
た
明
恵
上
人
は
京
・
栂
尾
の
高
山
寺
で
茶
の

栽
培
を
始
め
、栽
培
適
地
を
求
め
て
宇
治
に
茶
園
を
開
き
ま
す
。ち
な
み
に
静
岡
茶
は
駿
河
国

栃
沢
出
身
の
聖
一
国
師（
1
2
0
2
〜
1
2
8
0
）が
宋
か
ら
持
ち
帰
っ
た
茶
種
を
出
身
地
に

近
い
足
久
保
に
蒔
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、駿
河
国
井
宮
出
身
の
大
応
国
師（
1
2
3
5

〜
1
3
0
9
）は
宋
か
ら
茶
宴
や
闘
茶
の
風
習
、茶
席
に
使
わ
れ
る
茶
台
子
を
持
ち
帰
り
、後

の
茶
道
文
化
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。当
時
の
静
岡
は
、中
国
へ
留
学
し
後
に「
国
師
」号
を
授
か

る
ほ
ど
の
高
僧
を
2
人
も
輩
出
し
、茶
と
深
い
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
中
世
〜
近
世
に
飲
ま
れ
た
の
は
碾
茶（
て
ん
ち
ゃ
＝
粉
末
茶
）で
す
。足
利
将
軍
や
信
長
、秀

吉
ら
時
の
権
力
者
は
茶
を
支
配
階
級
の
象
徴
と
し
て
庇
護
・
活
用
し
、指
南
役
の
村
田
珠
光
、

武
野
紹
鴎
、千
利
休
ら
に
よ
っ
て
独
自
の
茶
の
湯
文
化
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

江
戸
中
期
に
確
立
し
た「
青
製
煎
茶
製
法
」

　
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
安
倍
奥
の
大
日
峠
に
お
茶
壺
屋
敷
を
設
け
て
品
質
保

全
に
努
め
、徳
川
家
は
安
倍
茶
を
江
戸
城
御
用
茶
と
し
て
庇
護
し
ま
し
た
。静
岡
市
に
残
る

お
茶
壺
道
中
は
安
倍
奥
の
冷
涼
地
で
夏
を
越
し
、ほ
ど
よ
く
熟
成
し
た
茶
を
駿
府
城
へ
献
上

す
る
道
中
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　
江
戸
中
期
の
1
7
3
8
年
、宇
治
の
永
谷
宗
円
は「
青
製
煎
茶
製
法
」を
編
み
出
し
、そ
れ
ま

で
茶
色
を
し
て
い
た
煎
茶
が
鮮
や
か
な
緑
の
水
色
に
。1
8
3
5
年
に
は
宇
治
の
山
本
嘉
兵
衛
が

玉
露
製
法
を
開
発
し
ま
す
。幕
末
の
横
浜
開
港
と
同
時
に
日
本
茶
輸
出
が
始
ま
り
、明
治
維
新

後
は
旧
幕
臣
が
牧
之
原
の
大
茶
園
を
開
墾
し
て
輸
出
の
需
要
に
応
え
ま
し
た
。

　
1
8
9
8
年
に
高
林
謙
三
が
茶
葉
粗
揉
機
を
開
発
し
、1
9
0
8
年
に
は
安
倍
郡
有
度

村
出
身
の
杉
山
彦
三
郎
が
茶
の
優
良
品
種「
や
ぶ
き
た
」の
選
抜
に
成
功
。お
茶
は
庶
民
の
日

常
飲
料
へ
と
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

近
代
茶
業
を
支
え
た
河
村
宗
平
と
深
蒸
し
茶
の
登
場

　
牧
之
原
台
地
は
も
と
も
と
未
開
の
原
野
で
し
た
。維
新
直
後
の
1
8
6
8
年
、こ
こ
に
勝
海

舟
の
助
言
で
旧
幕
臣
約
2
0
0
名
が
入
植
。艱
難
辛
苦
の
末
、6
年
後
に
初
め
て
少
量
の
茶

芽
が
摘
採
さ
れ
ま
し
た
。

　
幕
府
直
轄
の
山
林
を
管
理
し
て
い
た
御
林
守
河
村
家
に
生
ま
れ
、幕
臣
同
様
に
職
を
失
っ

た
河
村
宗
平
は
牧
之
原
開
墾
に
未
来
を
託
し
、高
林
式
粗
揉
機
に
装
着
す
る
熱
風
火
炉
を

開
発
し
て
量
産
拡
大
に
尽
力
し
ま
し
た
。彼
は
京
都
や
愛
媛
等
か
ら
も
招
聘
さ
れ
る
製
茶
教

師
と
な
り
、や
が
て
県
知
事
よ
り
静
岡
県
製
茶
監
督
員
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

　
平
地
で
育
つ
牧
之
原
の
茶
は
太
陽
光
を
長
時
間
浴
び
る
た
め
、山
間
地
の
茶
に
比
べ
て
葉
肉

が
厚
く
、渋
み
の
強
い
お
茶
に
仕
上
が
り
ま
す
。昭
和
30
年
代
、菊
川
の
あ
る
茶
農
家
の
蒸
し
過

ぎ
の
失
敗
が
奏
功
し
、「
深
蒸
し
茶
」が
誕
生
し
ま
す
。煎
茶
は
生
葉
の
酸
化
を
防
ぐ
た
め
、摘
み

取
っ
た
直
後
に
高
温
で
短
時
間
、蒸
し
ま
す
が
、深
蒸
し
の
場
合
は
普
通
煎
茶
の
2
〜
3
倍
の
時

間
を
か
け
ま
す
。蒸
し
時
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、こ
の
後
の
揉
み
工
程
で
茶
葉
の
細
胞
膜

が
破
れ
や
す
く
な
り
、抽
出
す
る
と
茶
葉
に
含
ま
れ
る
不
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
E
や
β
カ
ロ
テ
ン
等

が
溶
け
出
て
、一
般
煎
茶
よ
り
も
機
能
性
成
分
が
増
え
ま
す
。香
り
は
控
え
め
な
が
ら
味
は
ま
ろ

や
か
。熱
湯
で
短
時
間
に
鮮
や
か
な
深
緑
色
の
お
茶
が
抽
出
で
き
る
と
あ
っ
て
、現
代
の
喫
茶
ス
タ

イ
ル
や
嗜
好
に
マッ
チ
し
ま
し
た
。

静
岡
の
お
茶
は
、新
鮮
な
若
葉
の
香
り
と
ほ
ど
よ
い
渋
み
を
味
わ
う「
普
通
煎
茶
」、ま
ろ
や
か

で
コ
ク
の
あ
る「
深
蒸
し
煎
茶
」を
二
大
潮
流
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
か
ら
令
和

に
変
わ
る
時
代
の
節
目
に
登
場
し
た
の
が「
香
り
緑
茶
」。第
三
の
お
茶
と
し

て
新
た
な
市
場
の
開
拓
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。香
り
緑
茶
が
誕
生
す

る
ま
で
の
千
年
に
及
ぶ
お
茶
の
歴
史
を
振
り
返
って
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
茶
千
年
、

令
和
元
年
、

香
り
緑
茶
の

事
始
め
。

「
普
通
煎
茶
」「
深
蒸
し
茶
」に
続
く
第
三
の
お
茶
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香
気
発
揚
処
理
を
施
し
た
第
三
の
緑
茶

　
深
蒸
し
茶
が
登
場
し
て
か
ら
約
60
年
。ペッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
普
及
等
で
緑
茶
の
消
費
量
は

2
0
0
4
年
に
約
11
．7
万
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
急
降
下
を
た
ど
り
、2
0
1
6

年
に
は
約
7
．9
万
ト
ン
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。静
岡
県
内
の
茶
業
関
係
者
の
間
で
は
普
通

煎
茶
、深
蒸
し
茶
に
続
く
第
三
の
煎
茶
の
開
発
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
り
、若
い
年
齢
層
に

関
心
の
高
い〝
香
り
に
特
徴
の
あ
る
茶
〞が
着
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
、〈
香
り
高
い
静
岡
の
茶
推
進
協
議
会
〉が
設
立
さ
れ
、今
ま
で
の
煎
茶
に
は
な

い
ほ
ん
の
り
甘
い
花
や
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
を
、ミ
ッ
ク
ス
フ
レ
ー
バ
ー
で
は
な
く
緑
茶
本
来
の
ナ
チ
ュ

ラ
ル
フ
レ
ー
バ
ー
で
生
み
出
す
第
三
の
緑
茶
の
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。県
農
林
技
術
研
究
所
茶
業

研
究
セ
ン
タ
ー
で
生
葉
を
蒸
す
前
に「
香
気
発
揚
処
理
」と
い
う
工
程
を
加
え
た
新
し
い
製
法

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
香
気
発
揚
処
理
と
は
、摘
み
取
っ
た
生
葉
に
①
加
温（
20
〜
25
℃
で
30
〜
60
分
）、②
低
温
静

置（
15
℃
で
12
時
間
）と
撹
拌
処
理（
静
置
の
間
に
2
時
間
間
隔
で
5
分
の
撹
拌
×
3
回
）を
行

う
も
の
。セ
ン
タ
ー
で
は
製
茶
機
械
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
撹
拌
処
理
を
効
率
的
に
行
う
独
自
の〈

香
り
揺
青
機
〉を
開
発
し
、大
量
に
仕
上
げ
る
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。完
成
し
た
試
作
茶
を

東
京
在
住
の
ふ
だ
ん
あ
ま
り
リ
ー
フ
茶
を
飲
ま
な
い
と
い
う
20
〜
40
代
女
性
1
0
8
名
に
試
飲

し
て
も
ら
い
、嗜
好
調
査
し
た
と
こ
ろ
、9
割
と
い
う
圧
倒
的
多
数
か
ら「
好
き
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
好
き
」と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
現
在
、香
り
緑
茶
は
様
々
な
品
種
で
の
試
作
が
進
捗
中
で
、こ
れ
ま
で
の
分
析
で〈
香
駿
〉

〈
さ
や
ま
か
お
り
〉〈
つ
ゆ
ひ
か
り
〉等
で
高
い
香
気
成
分
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。産
地
別
・
品

種
別
に
特
徴
あ
る
香
り
緑
茶
が
今
後
続
々
登
場
す
る
予
定
で
す
。

J
A
お
お
い
が
わ
金
谷
工
場
の「
香
り
緑
茶
―
宗
平
S
O
H
E
I 

」

　
2
0
1
8
年
、J
A
お
お
い
が
わ
茶
業
セ
ン
タ
ー
金
谷
工
場
で
誕
生
し
た『
香
り
緑
茶
―
宗

平
S
O
H
E
I 

』。山
内
茂
セ
ン
タ
ー
長
が
本
店
農
業
経
営
支
援
課
か
ら
異
動
し
て
き
た
進

士
芳
和
さ
ん
の
情
報
を
も
と
に
手
探
り
の
状
態
か
ら
挑
戦
。仕
上
が
っ
た
香
り
緑
茶
を
飲
ん
だ

と
き
、山
内
さ
ん
は「
茶
農
家
だ
っ
た
わ
が
家
の
茶
部
屋（
茶
を
揉
む
部
屋
）と
葉
部
屋（
葉
を
保

管
す
る
部
屋
）の
香
り
に
似
て
い
る
」と
直
感
し
た
そ
う
で
す
。年
配
者
か
ら
も
同
様
に「
懐
か
し

い
香
り
だ
な
あ
」と
の
反
応
。現
代
ほ
ど
生
茶
の
鮮
度
管
理
を
厳
密
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
昭
和
30

〜
40
年
代
、荒
茶
工
場
で
は
摘
み
取
っ
た
葉
が
萎
凋
し
、独
特
の
香
り
を
発
散
し
て
い
た
の
で
す
。

「
こ
の
香
り
が
う
ち
の
女
性
職
員
に
大
好
評
で
、最
初
は
驚
き
ま
し
た
」と
山
内
さ
ん
。世
代
を

超
え
た
香
り
緑
茶
の
評
価
に
手
応
え
を
得
て
、商
品
名
に
は
郷
土
の
茶
の
偉
人
・
河
村
宗
平
の

名
を
選
び
ま
し
た
。令
和
元
年
の
新
茶
シ
ー
ズ
ン
、い
よ
い
よ
本
格
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。

勝
間
田
開
拓
茶
農
協
の
香
り
緑
茶「
花
こ
こ
ち
」

　
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ほ
ど
近
い
勝
間
田
開
拓
茶
農
協
で
は
、

16
軒
の
茶
農
家
が
一
丸
と
な
っ
て
香
り
緑
茶『
花
こ
こ
ち
』の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。組
合
全

体
で
茶
樹
の
改
植
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
香
り
系
品
種
の〈
み
な
み
さ
や
か
〉を
導
入
し
、県
茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
香
り
揺
青
機
を
い
ち
早
く
導
入
し
て
第
三
の
緑
茶
に
挑
戦
。

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ピ
ン
ク
の
パッ
ケ
ー
ジ
で
2
0
1
8
年
の
世
界
緑
茶
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
し
、茶
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
山
本
守
彦
組
合
長
と
企
画
広
報
担
当
の
白
松
孝
之
さ
ん
は「
紅
茶
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
に
比
べ
、

緑
茶
の
弱
点
と
さ
れ
る
香
り
で
す
が
、地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
創
意
工
夫
で
こ
う
い
う
お
茶
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
世
に
問
い
た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

　
日
本
人
と
お
茶
は
一
千
年
以
上
の
お
つ
き
あ
い
。時
代
と
と
も
に
製
法
や
飲
み
方
が
変
化
し
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す
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の
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ン
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ド
で
あ
る
普
通
煎

茶
、60
年
前
に
誕
生
し
た
深
蒸
し
煎
茶
、そ
し
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
香
り

緑
茶
も
、固
定
観
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に
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ら
わ
れ
ず
、変
化
に
挑
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し
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け
た
人
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の
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力
の
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晶
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す
。
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性
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な
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ら
、進
化
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る
日
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史
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茶
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香
気
発
揚
処
理
を
施
し
た
第
三
の
緑
茶

　
深
蒸
し
茶
が
登
場
し
て
か
ら
約
60
年
。ペッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
普
及
等
で
緑
茶
の
消
費
量
は

2
0
0
4
年
に
約
11
．7
万
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
急
降
下
を
た
ど
り
、2
0
1
6

年
に
は
約
7
．9
万
ト
ン
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。静
岡
県
内
の
茶
業
関
係
者
の
間
で
は
普
通

煎
茶
、深
蒸
し
茶
に
続
く
第
三
の
煎
茶
の
開
発
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
り
、若
い
年
齢
層
に

関
心
の
高
い〝
香
り
に
特
徴
の
あ
る
茶
〞が
着
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
、〈
香
り
高
い
静
岡
の
茶
推
進
協
議
会
〉が
設
立
さ
れ
、今
ま
で
の
煎
茶
に
は
な

い
ほ
ん
の
り
甘
い
花
や
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
を
、ミ
ッ
ク
ス
フ
レ
ー
バ
ー
で
は
な
く
緑
茶
本
来
の
ナ
チ
ュ

ラ
ル
フ
レ
ー
バ
ー
で
生
み
出
す
第
三
の
緑
茶
の
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。県
農
林
技
術
研
究
所
茶
業

研
究
セ
ン
タ
ー
で
生
葉
を
蒸
す
前
に「
香
気
発
揚
処
理
」と
い
う
工
程
を
加
え
た
新
し
い
製
法

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
香
気
発
揚
処
理
と
は
、摘
み
取
っ
た
生
葉
に
①
加
温（
20
〜
25
℃
で
30
〜
60
分
）、②
低
温
静

置（
15
℃
で
12
時
間
）と
撹
拌
処
理（
静
置
の
間
に
2
時
間
間
隔
で
5
分
の
撹
拌
×
3
回
）を
行

う
も
の
。セ
ン
タ
ー
で
は
製
茶
機
械
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
撹
拌
処
理
を
効
率
的
に
行
う
独
自
の〈

香
り
揺
青
機
〉を
開
発
し
、大
量
に
仕
上
げ
る
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。完
成
し
た
試
作
茶
を

東
京
在
住
の
ふ
だ
ん
あ
ま
り
リ
ー
フ
茶
を
飲
ま
な
い
と
い
う
20
〜
40
代
女
性
1
0
8
名
に
試
飲

し
て
も
ら
い
、嗜
好
調
査
し
た
と
こ
ろ
、9
割
と
い
う
圧
倒
的
多
数
か
ら「
好
き
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
好
き
」と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
現
在
、香
り
緑
茶
は
様
々
な
品
種
で
の
試
作
が
進
捗
中
で
、こ
れ
ま
で
の
分
析
で〈
香
駿
〉

〈
さ
や
ま
か
お
り
〉〈
つ
ゆ
ひ
か
り
〉等
で
高
い
香
気
成
分
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。産
地
別
・
品

種
別
に
特
徴
あ
る
香
り
緑
茶
が
今
後
続
々
登
場
す
る
予
定
で
す
。

J
A
お
お
い
が
わ
金
谷
工
場
の「
香
り
緑
茶
―
宗
平
S
O
H
E
I 

」

　
2
0
1
8
年
、J
A
お
お
い
が
わ
茶
業
セ
ン
タ
ー
金
谷
工
場
で
誕
生
し
た『
香
り
緑
茶
―
宗

平
S
O
H
E
I 

』。山
内
茂
セ
ン
タ
ー
長
が
本
店
農
業
経
営
支
援
課
か
ら
異
動
し
て
き
た
進

士
芳
和
さ
ん
の
情
報
を
も
と
に
手
探
り
の
状
態
か
ら
挑
戦
。仕
上
が
っ
た
香
り
緑
茶
を
飲
ん
だ

と
き
、山
内
さ
ん
は「
茶
農
家
だ
っ
た
わ
が
家
の
茶
部
屋（
茶
を
揉
む
部
屋
）と
葉
部
屋（
葉
を
保

管
す
る
部
屋
）の
香
り
に
似
て
い
る
」と
直
感
し
た
そ
う
で
す
。年
配
者
か
ら
も
同
様
に「
懐
か
し

い
香
り
だ
な
あ
」と
の
反
応
。現
代
ほ
ど
生
茶
の
鮮
度
管
理
を
厳
密
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
昭
和
30

〜
40
年
代
、荒
茶
工
場
で
は
摘
み
取
っ
た
葉
が
萎
凋
し
、独
特
の
香
り
を
発
散
し
て
い
た
の
で
す
。

「
こ
の
香
り
が
う
ち
の
女
性
職
員
に
大
好
評
で
、最
初
は
驚
き
ま
し
た
」と
山
内
さ
ん
。世
代
を

超
え
た
香
り
緑
茶
の
評
価
に
手
応
え
を
得
て
、商
品
名
に
は
郷
土
の
茶
の
偉
人
・
河
村
宗
平
の

名
を
選
び
ま
し
た
。令
和
元
年
の
新
茶
シ
ー
ズ
ン
、い
よ
い
よ
本
格
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。

勝
間
田
開
拓
茶
農
協
の
香
り
緑
茶「
花
こ
こ
ち
」

　
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ほ
ど
近
い
勝
間
田
開
拓
茶
農
協
で
は
、

16
軒
の
茶
農
家
が
一
丸
と
な
っ
て
香
り
緑
茶『
花
こ
こ
ち
』の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。組
合
全

体
で
茶
樹
の
改
植
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
香
り
系
品
種
の〈
み
な
み
さ
や
か
〉を
導
入
し
、県
茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
香
り
揺
青
機
を
い
ち
早
く
導
入
し
て
第
三
の
緑
茶
に
挑
戦
。

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
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た
ピ
ン
ク
の
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ー
ジ
で
2
0
1
8
年
の
世
界
緑
茶
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ン
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ト
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出
品
し
、茶
の
フ
ロ
ン
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ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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茶
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茶
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。
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